平成21年度　三重大学「PBL教育支援」プログラム　申請書
	取組期間
	平成21年度（後期），平成22年度（前期，後期）　　○をつけて下さい。

	ふりがな
	
	所属部署名 及び職名
	

	申請者
	
	
	

	電話番号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線　　　　　　　　）

	FAX番号
	

	e-mailｱﾄﾞﾚｽ
	


	応募枠
	　A枠（PBL中心の授業科目），B枠（PBLの要素を取り入れた授業科目）
どちらかを選択して，○をつけて下さい。

	PBLの内容と方法

	導入の意図・目的


	学生の到達目標


	内容・方法（教材は別途、添付してください。教材の様態によって、サンプルや概要でも可）


	予想される成果



	PBL教育の6要件　（今後の参考としますので，該当するものに○をつけて下さい。）

	1.学生は自己学習と少人数のグループ学習を行う。
	

	2.問題との出会い，解決すべき課題の発見，学習による知識の獲得，討論を通じた思考の進化，問題解決という学習過程を経た学習を行う。
	

	3.事例シナリオなどを通じて，現実的，具体的で身近に感じられる問題を取り上げる。
	

	4.学習は，学生による自己決定的で能動的な学習により進行する。
	

	5.教員はファシリテータ（学習支援者）の役割を果たす。
	

	6.学生による自己省察を促し，能動的な学習の過程と結果を把握する評価方法を使用する。
	


	授業計画（記入する代わりに，電子シラバスを添付することもできます。）

	科目名：

	対象学部，学年：

	学生の達成目標：

	各回の授業内容と方法　　　　　　　　　（PBLを組み入れる回には○を記してください↓）

	＜教室内の学習と教室外の学習がわかるように記載して下さい＞

	第1回

	

	第2回

	

	第3回

	

	第4回

	

	第5回

	

	第6回

	

	第7回

	

	第8回

	

	第9回

	

	第10回

	

	第11回

	

	第12回

	

	第13回

	

	第14回

	

	第15回

	

	最終試験
	

	成績評価の方法


	教科書・参考書


	本件について不明な点，ご質問等がありましたら，気軽にご連絡ください。
高等教育創造開発センター　長澤多代
nagasawa@hedc.mie-u.ac.jp   電話(059)231-5621（内線3770）


1

